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中学生の情緒的および行動上の問題を予防する心理教育的プログラム
ー "サクセスフル ･セルフ2'のプロセス評価研究一
安藤美華代
青少年における情緒的および行動上の問題に対する包括的な予防をねらいとした心理教
育的プログラム サ`クセスフル ･セルフ"を継続して活用可能にするために,新たなレッ
スンを作成した｡作成したレッスンのうち4レッスンについて,中学3年生1学級を対象
に担任が学級単位で実施した｡レッスンのねらいと教材の整合性,レッスンの難易度,哩
解度,今後の生活に役立つ程度について,プロセス評価を行った｡その結果,各レッスン
は,プログラムのねらいに沿った内容であった｡また結果を参考に,より発達段階に沿っ
たスムースでかつ適切な課題を行うための改訂を行い得た｡中学校からその後の進路先へ
の移行段階での実施は,新しい環境-の適応をサポー トし情緒的および行動上の問題を予
防することが可能と示唆された｡
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はじめに
社会的な変化に伴い,青少年はあまり安定しない
環境の中で成長するようになり,情緒的および行動
上の問題をもつ青少年の増加が深刻な問題になって
いる1) 2)｡そこで小学校高学年～大学生を対象に,
いじめや攻撃行動,飲酒や喫煙等の行動上の問題,
抑うつ等の情緒的問題に対する包括的な予防をねら
いとした心理教育的プログラム サ`クセスフル ･セ
ルフ"を開発し,実践している｡本プログラムを用
いた介入研究においては,学校社会-の適応 ･自己
コントロール ･問題行動の誘いを断る自己効力感 ･
社会性の向上,攻撃行動 (いじめ ･対人暴力 ･器物
破壊) ･いじめ被害 ･抑うつ気分の減少が見られて
いる｡参加者の感想から,本プログラムは,心が穏
やかになり,自己理解,自分の気持ちを相手に伝え
ることや他者の気持ちを理解することの大切さを体
験 し,今後の生活に活かす機会になると考えられ
た｡ 実践した教師の方々から,｢子どもと教師の関
係が良好になった｣｢教師が心の健康について考え
る機会になった｣などの感想が聞かれ,教師による
学級単位での実践の有効性が示唆されている3卜 9)0
しかし青少年の情緒的および行動上の問題を予
防するには,継続的な支援の必要性が指摘されて
いる1)｡また,欧米諸国で有効性が科学的に実証さ
れた情緒的および行動上の問題を予防するプログラ
ムに共通していることとして,多面的な働きかけ,
予防しようとする問題に関係している危険要因 ･防
御要因に焦点をあてた内容によるレッスン構成,長
期間の継続実施,対象者の年齢や発達段階 ･文化に
即し,日常生活における社会的 ･情緒的スキル,檎
理的価値に応用可能なプログラム内容が盛 り込ま
れ,相互交流的なスキルトレーニングを取り入れた
レッスンが行われている｡またプログラムの実施に
あたっては,戦略的なプランを立て,たえず継続的
な評価と修正を行い目的に合ったプログラムの実施
を行い,スタッフの研鋸に努めている1)10)川｡
このような先行研究から得られた有効なプログラ
ム開発実践のポイントならびに "サクセスフル ･セ
ルフ"のこれまでの成果を踏まえ,さらにプログラ
ムを充実させ,実施可能な対象者を広げ,児童期か
ら青年期に亘って心の健康を継続的に育んでいくこ
とが大切と考える｡
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そこで,これまで実施している "サクセスフル ･
セルフ"を継続して活用可能にするために,新たな
レッスンを作成した｡本研究では,その内容につい
てプロセス評価分析を行うことを目的とした｡
方法
1.プログラム評価対象および方法
1)対象
対象は首都圏の公立中学校 1校である｡まず教員
を対象に,心理教育的プログラムのマニュアルを配
布し,筆者が成り立ちと実施方法について2時間の
研修会を実施した｡その後各学級担任が,各学級の
ニーズに即したレッスンを学級ごとに適宜実施した｡
今回は,新しく開発した4つのレッスンを系統的
に行った3年生 1学級32名 (男子17名,女子15名)
を評価対象とした｡プログラム実施の理解および協
力を得るために,学級担任から生徒に対して,本プ
ログラムの意義とその具体的な内容について説明を
行った｡
2)調査期間
プログラムの実施とその評価は,2007年度後半,
凡そ週 1回,1レッスン1時限 (50分)のペース
で,学級担任によって行われた｡
3)評価方法
レッスンの実践度 ･難易度 ･今後の生活に役立
つ程度について,生徒を対象とした評価シー トを
各レッスンの最後に実施した｡さらにレッスンの
ねらい ･目標に対する達成度や理解度について,
各レッスンで実施したワークシー トを回収し,実
施の程度ならびに内容分析を行った｡さらに,担
任教師に各レッスンを実施した感想を記述しても
らった｡
4)評価内容
評価シート:各レッスンの主要な課題に対する実
践度,レッスン内容のわかりやすさ,今後の生活に
役立つ程度について5件法 ("そう思わない"-1,
や`やそう思わない"-2,"どちらともいえな
い"-3,"ややそう思う"-4, そ`う思う'-5)
で回答してもらったOさらに各レッスンについて,
｢どのように今後の学校や家庭での生活に役立つと
思うか｣,｢どのような点を改善したらよいか｣,｢参
加した感想｣を記述してもらった｡
ワークシート:各レッスンで行ったワークシート
を回収し,その実施状況ならびに内容分析を行った｡
実施者による感想 :各レッスン終了後,レッスン
を実施した感想を実施者である担任教師に記述して
もらった｡
5)分析方法
評価シートのうち,5件法で回答を求めた項目に
ついては,記述統計量を算出した｡レッスンの感想
ついては,KJ法12)13)を用いて内容分析を行った｡
ワークシートの内容については,各課題の実施率
を算出した｡内容については,KJ法12)13)を用い
て分析を行った｡実施者の感想は,評価シートやワ
ークシートの分析の補助資料とした｡
2.心理教育的アプローチ:心の健康教室プログラム
"サクセスフル ･セルフ2日
心理教育的プログラム "サクセスフル ･セルフ"
は,先行研究の概観,社会的認知理論14) ･問題行
動理論 15)の応用,量的研究および質的研究による
青少年の問題行動に関連する心理社会的要因の検
証,青少年の問題行動を包括的に予防することを試
みた米国のプログラムGoingPlaces16)17)の応用とい
った過程を経て,作成された3)｡対象者のニーズに
合ったプログラムをめざし,プロセス評価やアウト
カム評価を継続的に行っている3'~9'｡
本プログラムのねらいは,青少年における情緒的
および行動上の問題を予防し,心の健康を維持 ･増
進することである｡自分を知る方法,問題解決法,
ストレス対処法,コミュニケーションの方法,他者
に対する適切な自己主張 ･共感 ･ゆずりあいの方法,
葛藤の解決法を学習することにより,自己理解およ
び他者理解を深め,自己コントロール,日常生活に
対する適応力,円滑な人間関係,自己効力感を向上
し,情緒的および行動上の問題を減少することを目
標としている｡プログラムは,1レッスン1時限で,
4つのレッスン (サクセスフル ･セルフ:成功して
いく自分への道,もめごと解決法 :基礎編,もめご
と解決法 :応用編,ストレスと自己コントロール)
で構成されている｡典型的なレッスンは,まず,各
レッスンにおける目標を掲げ,それを達成するため
の方法の紹介を行う｡そして,問題行動に関するシ
ナリオが書かれたワークシートを用いて,個別の活
動,グループ活動,全体での共有等を交え,自己理
解,他者理解を深めながら,学習を進めていく｡
今回継続実施をねらいとして発展した サ`クセス
フル ･セルフ2"は,1レッスンにつき1時限 (50
分)-2時限を使用し,12のレッスンで構成され
ている｡各レッスンの主題は,(彰仲間について知ろ
う,②サクセスフル ･セルフ (成功していく自分)
への道,③自分を好きになろう,④豊かな友達関係
を築こう,⑤もめごと解決法 :基礎編1,⑥もめご
と解決法 :基礎編2,(彰 ｢私は｣ではじめるコミュ
ニケーション,⑧適切に自己主張すること,⑨もめ
ごと解決法 :応用編 1,⑲もめごと解決法 :応用編
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2,⑪何が起こるか考えてから行動しよう,⑫ス ト かな友達関係を築こう,｢私は｣ではじめるコミュ
レスと自己コントロールである｡ ニケ-シ ョンである｡4つの レッスンの概要を
今回プロセス評価を行った4つのレッスンの主題 Tablelに示した｡
は,仲間について知ろう,自分を好きになろう,豊
Tablel 各レッスンの主題 ･目標 ･内容
L 主篤 目 標 内 容
1 仲 ･人間関係を築くために,相手のその人らし ･友達関係ビンゴを使って,グループのメン
間 さを理解したり,自分のことを他者に話す バーに対してその人らしさを尋ねたり,自
につ 重要性を理解するo 分について話したりすることによって,ど
しヽ ･豊かな人間関係を築くために,自己と他者 ンゴを完成させるo
て には類似点と相違点が存在することを理解 ･完成したビンゴを使って,グループメンバ
知ろ する○ -の特徴を他のメンバーに紹介したり,他
つ 者の特徴を聞く○ (1対1の交流,全体で活動)
2 自 ･自己理解を向上するために,自分のよいと ･自分を好きになろうカードを使って,自分
分を ころに気づくo の様々なよい面を発見するo (個別の活動 .
好 ･自己評価や自尊心を向上するために,自己 グループおよび全体で共有)
き イメージをもつ○ ･自分を好きになろうカードの内容をまとめて,
になろ 自分を好きになろうシートに ｢自分とは｣として文章と絵で表現する○ (個別の活動 .
う 全体で共有)
3 A_良 ･自分自身や友達関係に対して素直な気持ち ･よい友達関係とは-その1ワークシートを
かな友 になり,友達と関わることの大切さを認識し, 使って,友達関係でつらかつたこと.よか友達関係の大切さやイメージの取り違いに つたことを振り返り,どのような友達関係が,
逮 気づく○ 自分にとっても相手にとってもよいのか考
関倭を ･友達に対しての自分を見つめることで,淋 える○ (個別の活動 .グループおよび全体しさや孤独感が緩和し,友達関係における で共有)
築 葛藤やわだかまりが軽減し,自分の進む方 ･よい友達関係とは-その2ワークシートを
｣ 向を見出すo 使って,これまで友達にしてもらったこと,
つ して返したこと (親切にしたこと),迷惑をかけたことを振り返るoそして,友達に対しての自分 見つめ,今後の友達関係で心が い とをまとめる○ (個別の活動 .グループ討議 .全体で共有)
4 ｢私 ･コミュニケーションによって生じる負担感 ･｢私は｣ではじめるコミュニケーションが,
は を綾和するために,二人称 .三人称を使わ どのように役立つか学習する○
｣では ない ｢私は｣ではじめる表現によって自分 ･｢私は｣ではじめるコミュニケーションワの気持ちを他者に伝え ことの大切さを理 -クシートを使って,ジレンマ状況に対して,
じ 解するO 二人称 .三人称を使わない ｢私は｣ではじ
め ･相手に不快な気持ちを与えず,自分の気持 める表現で自分の気持ちを表現するo (個
るコヽ ちも抑え過ぎずに,自分の気持ちを相手に 別の活動 .ペアの活動 .全体で共有)伝えられるよう なるために,他者にされ ･他者にされて負担に感じた出来事を想起し,
ユ たイヤなことについて,二人称 .三人称を コミュニケーションカードを作成する○作
ケー 使わない ｢私は｣で始める表現で,伝える 成したカードを使って,相手に不快な気持ことができるようになるo ちを与えず自分の気持ちも抑え過ぎずに,
シ 二人称 .三人称を使わない ｢私は｣ではじ
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結果
1.各レッスンへの参加状況
Table2に,各 レッスンの参加者数を示 した｡参
加状況は,81-100%であった｡
Table2 各 レッスンの参加者数
レッスンの主題 男子 女子 合計
仲間について知ろう 15 15 30
自分を好きになろう 17 15 32
豊かな友達関係を築こう 17 15 32
｢私は｣ではじめるコミュニケーション 14 12 26
2.各レッスンの実施状況
評価シー トによる各レッスンの主要な課題に対す
る実践度,レッスン内容のわかりやすさ,今後の生
活に役立つ程度について,平均得点と標準偏差を算
出した (Table3,4)｡得点の幅は,1-5で,評価
の得点が高いほどその評価内容の傾向が強いことを
表 した｡いずれの項削 こおいても,最低点は1点,
最高点は5点であった｡
Table3 各レッスンの主要課題実践嵐 内容難易嵐 今後の
生活に役立つ程度に対する評価の平均得点と標準偏差
レッスンの主題 個 答音数) レッスン評価
評価内容 M SD
仲間について知ろう(n-30)
友達関係ビンゴの完成
ビンゴゲームでの他己紹介
自分らしさの発見
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
自分を好きになろう(n-32)
自分を好きになろうカードの完成
｢自分｣を文章で表現
｢自分｣を絵で表現
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
豊かな友達関係を築こう(n-30)
友達関係でつらかったことの振り返り
友達関係でよかったことの振り返り
よい友達関係をイメージ
今後の友達関係で心がけたいことを表現
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
｢私は｣ではじめるコミュニケーション(n-26)
????????? ??
??? ??
??
???
?
??
? ?
?? ?????? ???? ???
｢私は｣ではじめるコミュニケーションの理解 3,5 1.4
コミュニケーションカードの完成 3.7 1.6
｢私は｣ではじめるコミュニケーション 3.7 1.5
で気持ちを伝えること
レッスン内容のわかりやすさ 3.6 1.4
今後の生活に役立つ程度 3.5 1.5
注)各評価内容の得点範囲は,1-5点O
Table4 各 レッスンの内容難易度,今後の生活に
役立つ程度に対する評価 (%)
レッスンの主題 (回答者数) 思う 挑らともいえない思わない
評価内容 人 % 人 % 人 %
仲間について知ろう(n=30)
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
自分を好きになろう(n=32)
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
豊かな友達関係を築こう(n=30)
レッスン内容のわかりやすさ
今後の生活に役立つ程度
2170.04 13.35 16.7
1963.34 13.3723.3
1443.8928.14 12.5
1546.9825.04 12.6
1963.3
2066.7
??? …? ???? ?????
｢私は｣ではじめるコミュニケー ション(n=26)
レッスン内容のわかりやすさ 1453.9623.1623.0
今後の生活に役立つ程度 1453.9726.95 19.2
荏)思うは,｢そう思う｣｢ややそう思う｣を含む｡思わないは,
｢そう思わない｣｢思わない｣を含む｡参加者の評価におけ
る%は,各レッスンの参加者数を分母とした｡
1)仲間について知ろう
(1)評価シー ト
レッスンの 3つの主要な課題に対する実践度は,
平均得点 (標準偏差)3.7(1.3)～4.0(1.7)であ
った (Table3)｡レッスン内容のわかりやすさにつ
いては,平均得点 (標準偏差)3.9(1.3)で,70%
の生徒が肯定的に捉えていた (Table3,Table4)｡
レッスンが今後の生活に役立つかどうかについて
は,平均得点 (標準偏差)3.6(1.3)で,63%の生
徒が日常生活への応用可能性を実感したと推測され
た (Table3,Table4)｡
レッスンの感想の内容分析をTable5に示す｡内
容を分類すると,3つの上位カテゴリーと3つの下
位カテゴリーに分かれた｡上位カテゴリーを記述の
多い順に見ると,｢楽 しく友達関係を体験する機会｣
(16),｢円滑な友達関係に関する気づき｣(3),｢自
己理解 ･他者理解の抱負｣(1)であった｡
(2)ワークシー ト
このレッスンでは,他者へ質問する内容が 1つず
つ書かれた24のマスから構成された友達関係ビン
ゴを使用 した｡この活動では,全てのマスに対して
全て違う人に質問を行い,シー トを完成させる｡最
も未記入者が多かったマスの内容は,｢あなたの尊
敬する人は｣ (8名)であった｡次いで, 6名およ
び5名が末記入であった質問内容が,それぞれ 3つ
あった｡
(3)実施者による感想
ビンゴを作成する段階で,日頃からコミュニケー
ションをとるのが比較的上手な生徒は,積極的に動
き回わり他者へ質問していたが,あまり上手でない
生徒はかなり苦労していた｡
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Table5 レッスン "仲間について知ろう"感想の内容分析
上位カテゴリー (人数)下位カテゴリー (人数) 内 容 記 述 例
楽しく友達関係を体験する機会(16) 他者理解の機会(12)様々なクラスメイトの様々な側面を知る機会になったという記述 友達のことをよく知れてよかつたo楽しみの機会(9) 取り組みの楽しさに関する記述 楽しかつたo
コミュニケーション コミュニケーションをとる機会にな 1ケ月くらいのコミュニケーション
の機会(5) つたという記述 をとつた気がする○
円滑な友達関係に関する気づき(3) 友達関係の重要性に関する記述 相手のいろんな部分を知るのは大切だと思ったo
自己理解 .他者理解の抱負(1) 今後どう行動したいかという意欲に 自分のこと,相手のことをちゃんと
同じ小学校から来た生徒がほとんどであるにも関
わらず,あまり話しをしたことがない生徒や,お互
いのことをよく知らないという生徒がいることがわ
かり驚いた｡相手のことを知ることが,人間関係作
りの第一歩だ,ということが伝わったと思われた｡
2)自分を好きになろう
(1)評価シー ト
レッスンの3つの主要な課題に対する実践度のう
ち,2課題については,平均得点 (標準偏差)3.2
(1.3),3.6(1.3)であったが,｢自分を絵で表現す
ることができたかどうか｣については,2.4(1.8)
と他の2つの課題に比して低得点だった (Table3)0
レッスン内容のわかりやすさについては,平均得点
(標準偏差)3.5(1.2)で,肯定的に捉えていた生徒
の割合は,44%と半数弱にとどまった (Table3,
Table4)｡レッスンが今後の生活に役立つかどうか
については,平均得点 (標準偏差)3.5(1.1)で,
日常生活への応用可能性を実感した生徒は47%と
半数程度であった (Table3,Table4)｡
レッスンの感想の内容分析をTable6に示す｡内
容を分類すると,4つの上位カテゴリーと9つの下
位カテゴリーに分かれた｡上位カテゴリーを記述の
多い順に見ると,｢自己理解への気づき｣(ll),｢自
己理解の機会｣(9),｢円滑な友達関係に関する気づ
き｣(3),｢自己変容の抱負｣(2)であった｡
(2)ワークシー ト
このレッスンでは,最初に自分の様々なよい面を
発見することをねらいとした14の間から構成され
た自分を好きになろうカードを使用した｡いずれの
質問においても,未記入者が見られ,最も未記入者
が少なかった内容で2名,最も未記入者が多かった
内容 (｢私のユーモアの特徴｣)は,19名であった｡
参加者の25%にあたる8名以上が未記入であった
内容は,8つ見られた｡
32名の参加者のうち75%にあたる24名以上が記
入可能であった6つの内容について,内容分析を行
った (Table7a～Table7f)｡｢私が楽しいと思うこ
と｣は,6つの上位カテゴリーと2つの下位カテゴ
リーに分類され,上位カテゴリーでは ｢友達との交
流｣(17)が最も多かった (Table7a)｡｢私が好き
Table6 レッスン "自分を好きになろう"感想の内容分析
上位カテゴリー (人数)下位カテゴリー (人数) 内 容 記 述 例
自己理解への気づき(ll) 重要性(4) 自己理解の重要性に関する記述 自分の良いところを探すのは大切だと思うo
アイデンティティ模衷中(3) 自分のことがわからないという記述 自分についてよくわからないことが多いo
自己理解の機会(9) 自己再発見(7) 自分のことがわかつたという記述 自分を知ることができたo ｢私,再発見｣完了しましたo
自己探求(2) 自分について考える機会になったと 自分をよく見つめ直すよい機会にないう記述 つたo
円滑な友達関係に関する気づき(3) 友達関係のもち方(2)友達関係のもち方がわかつたという記述 人との接し方がある程度わかった○他者理解(1) 他者の様々な側面がわかつたという 色々な意見や色々な方法があること記述 がわかったo
自己変容の抱負(2) 良い面の増大(1) 肯定的自己促進の意欲に関する記述 自分のよいところを増やしていきたい○
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な運動｣は,7つの上位カテゴリーと16の下位カ
テゴリーに分類され,上位カテゴリーでは ｢球技｣
(27)が最も多かった (Table7b)｡｢友達とうまく
やっていくためのコツ｣は,3つの上位カテゴリー
と7つの下位カテゴリーに分類され,上位カテゴリ
ーでは ｢会話｣(16)が最も多かった (Table7C)｡
｢人に対して優 しくする方法｣は,2つの上位カテ
ゴリーと9つの下位カテゴリーに分類され,上位カ
テゴリーでは ｢友達を大切にする｣(19)が最も多
かった (Table7d)0 ｢私が上達していること｣は,
8つのカテゴリーに分類され,｢学業｣(15)が最も
多かった (Table7e)0 ｢私が得意なこと｣は,9つ
の上位カテゴリーと16の下位カテゴリーに分類さ
れ,｢スポーツ｣(13)が最も多かった｡
次に,自己理解をねらいとして,｢自分｣を文章
と絵で表現する自分を好きになろうワークシー トを
行った｡32名中30名が,自分を文章で記述するこ
とができ,半数近い14名が複数回答であった｡内
容分析を行ったところ,6つのカテゴリーに分類さ
れ,｢性格｣に関する内容 (27)が最も多く,次い
で,｢友達関係｣に関する内容 (10)が多く,｢趣味｣
(5),｢学業｣(5),｢運動｣(5),｢外見｣(1)に関す
る内容に分類された｡
一方,自分を絵で表現する活動は,半数を超える
18名が空白であった｡
Table7a ｢私が楽しいと思うこと｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリー記述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
友達との交流(17) 4 13 17 友達との交流に関する記述 友達と話をしている時
スポーツ(4) 3 1 4 スポーツに関する記述 運動をしている時
読書(4) 4 0 4 読書という記述 読書
芸術鑑賞(3) 音楽 1 1 2 音楽に関する記述 音楽を聴く映画 1 0 1 映画鑑賞の記述 映画鑑賞
趣味(3) 3 0 3 好きなことをしているという記述 自分がしたいことをしている時
荏)参加者32名｡未回答者2名｡
Table7b ｢私が好きな運動｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリー男子 女子 全体
バスケットボール 1 4 5
バドミントン 0 4 4
サッカー 2 1 3
バレーボール 0 3 3
テニス 3 0 3
ラグビー 1 0 1
フットサル 1 0 1
卓球 0 1 1
走る(5) 3 2 5
体操(3) マット 1 0 1なわとび 0 1
鉄棒 0 1 1
格闘技(2) 相撲 1 0 1
柔道 1 0 1
歩く(2) 0 2 2
ウインター スポーツ(1) スキー 1 0 1
注)参加者32名｡未回答者2名｡複数回答による分析｡
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Table7C ｢友達 とうまくやっていくためのコツ｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリー記述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
会話(16) 量 7 2 9 会話実践の記述 たくさんしゃべるo
気配り 2 1 3 会話時に気配りをする記述 言葉を選んで話すo
誠実 1 1 2 会話での誠実さに関する記述 自分自身を普通に出す○本当のことをちゃんと言うo
主張性 0 2 2 会話での主張性に関する記述 腹にためないで,目を見て話すo
態度(12) 思いやり 3 3 6 思いやりに関する記述 自分にされていやなことは,友達にしないo明るく 2 5 明るさに関する記述 明るく,楽しく接するo
親切 0 1 1 親切に関する記述 親切にする○
注)参加者32名C未回答者3名｡複数回答による分析｡
Table7d ｢人に対 して優 しくする方法｣の内容分析
上位カテゴリ-(記述数) 下位カテゴリ 記ー述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
友達を大切にする(19) 気配り 1 6 7 気配りに関する記述 相手の様子をみて接するO
思いやり 0 3 3 思いやりに関する記述 相手を思いやるo
相談にのる 2 3 相談にのる記述 談にのるo
困難時の道具的援助 3 0 3 困っている時に道具的援助を行う記述 物を忘れたら貸してあげる○
自分自身の態皮(9) 明るさ 3 1 4 明るく振る舞う記述 笑顔,グチ話ばかりじゃなくて,楽しい をするo
衝動性のコントロー ル 3 0 3 衝動性のコントロー ルに関する記述 キレないo
柔軟な思考 1 0 1 思考の持ち方の記述 気楽に考えるo
注)参加者32名｡末回答者4名｡
Table7e ｢私が上達 していること｣の内容分析
カテゴリー(記述数) 記述数 内 容 記 述 例男子 女子
学業(15) ll 4 学業に関する記述 勉強面○
スポーツ(3) 2 1 スポーツに関する記述 野球○
家事手伝い(3) 0 3 家事手伝いに関する記述 お手伝いo
友達関係(2) 0 2 友達関係に関する記述 人との接し方o
思考の方向性(1) 1 0 思考の方向性に関する記述 マイナス思考にならない○
音楽(1) 0 1 音楽に関する記述 ピアノo
メール(1) 0 1 メールに関する記述 メールを打つ速さ○
今後の抱負(1) 0 1 今度どのようにするかに関する記述 もつと頑張りますo
注)参加者32名｡未回答者5名｡
(3)実施者による感想 自分を知ることはとても難しいことであるが,中学
この レッス ンの最後に行 う自分を好 きになろうり 生にとってはとても大切なことであると認識できた生
-クシー トのうち,自分を絵で表現する活動に,十 徒が多 くてよかったと思う｡そのことが相手をより知
分な時間を取ることが困難だった｡ ることにつながっていくこともわかってよかった｡
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Table7f ｢私の得意なこと｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリー
記述数
男子 女子 全体
スポーツ(13) 全般 2 1 3
バスケットボール 0 4 4
テニス 2 0 2
サッカー 1 0 1
バレーボール 0 1 1
卓球 0 1 1
鉄棒 1 0 1
音楽(6) 全般 1 0 l
歌詞を覚える 0 2 2
ピアノ 0 2 2
トランペット 0 1 1
学業(5) 教科 2 0 2暗記 .暗算
作文 0 1 1
創作(2) お菓子作り 0 1 1プリ帳作り 0 1 1
読書(2) 2 0 2
PC(1) 0 1 1
ものまね(1) 1 0 1
鉛筆回し(1) 1 0 1
注)参加者32名｡末回答者6名｡複数回答による分析｡
3)豊かな友達関係を築こう
(1)評価 シー ト
レッスンの 7つの主要な課題のうち実施できた4
つ に対す る実践度は,平均得点 (標準偏差)3.2
(1.5)～3.9(1.3)であった (Table3)｡レッスン内
容のわか りやすさについては,平均得点 (標準偏差)
3.7(1.3)で,63%の生徒が肯定的に捉 えていた
(Table3,Table4)｡レッスンが今後の生活に役立つ
か どうかについては,平均得点 (標準偏差)3.9
(1.3)で,2/3を超える67%の生徒が 日常生活へ
の応用可能性 を実感 した と推測 された (Table3,
Table4)｡
レッスンの感想の内容分析をTable8に示す｡内容
を分類すると,4つの上位カテゴリーと9つの下位
カテゴリーに分かれた｡上位カテゴリーを記述の多
い順に見ると,｢友達関係に関する気づき｣(12),｢円
滑な友達関係に向けた抱負｣(7),｢円滑な友達関係を
考える機会｣(4),｢楽しみの機会｣(1)であったO
TabJe8 レッスン "豊かな友達関係を築こう'感想の内容分析
上位カテゴリー (人数)下位カテゴリー (人数) 内 容 記 述 例
友達関係に関する気づき(12) 友達の大切さ(7) 友達の大切さに関する記述 やっぱ,友達は大切○
多様な関係(2) 友達関係の多様さに関する記述 様々な友達関係がある○
理想的友達(2) 求めている友達に関する記述 みんなも自分と同じように楽しくよい友達が欲しいと思っているんだなあと思った○
円滑な友達関係の困難さ(1) 円滑な友達関係の困難さに関する記逮 良い友達関係は難しいo
円滑な友達関係に向けた抱負(7) 友達づくり(3) 友達をつくっていくことの記述 もつとたくさん友達を作ろうと思ったo
友達関係維持(2) 現在の友達関係を大切に維持してい 友達は本当に大事だから,ずーっと大切に
く記述 して,一緒に楽しく明るく過ごせたらいい○
自己変容(2) 円滑な友達関係のために自己を変え 友達と話してる時,言葉が汚くなっているる努力の記述 ことがあるから直さなくちやって思いましたD
円滑な友達関係を考える機会(4) 関係のあり方(3) 友達関係について考える機会がもて よい友達関係について深く考えさせ
たことへの記述 られた○
関｢係構築(1) 友達関係構築方法の確認 よい友達関係の作り方がちゃんと確認できたo
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(2)ワークシー ト
このレッスンでは,これまでの友達関係を振 り返
ることをねらいとした3つの問いから成るよい友達
関係とは-その 1と4つの問いから成るよい友達関
係とは-その2の2つのワークシー トを使用する｡
しかし1時限 (50分)での実施は困難で,よい友
達関係 とは-その 2で行 う友達にしてもらったこ
と,して返したこと (親切にしたこと),迷惑をか
けたことを記述する3つの思い出ノー トは省略とな
った｡
実施した4つの課題において,最も未記入者が少な
かったのは,このレッスンのまとめにあたる ｢今後の
友達関係で心がけたいこと｣の1名であった｡最も未
回答者が多かったのは,このレッスンの最初に行う
｢友達関係でつらかった思い出｣の8名であった｡
実施 した 4つの課題について,内容分析を行った
(Table9a～Table9d)｡｢友達関係でつらかった思
い出｣は,6の上位カテゴリーと9つの下位カテゴ
リーに分類され,上位カテゴリーでは ｢けんか｣(9)
が最 も多かった (Table9a)｡｢友達がいてよかった
思い出｣は,4つの上位カテゴリーと7つの下位カ
テゴリーに分類され,上位カテゴリーでは ｢サポー
ト｣(27)が最も多かった (Table9b)｡｢よい友達
関係｣については,5つの上位カテゴリーと16の
下位カテゴリーに分類 され,上位カテゴリーでは
｢情緒的関係性｣(30)が最も多かった (Table9C)｡
｢今後の友達関係で心がけたいこと｣は,2つの上
位カテゴリーと10の下位カテゴリーに分類 され,
上位カテゴリーでは ｢個人的心がけ｣(33)が最も
多かった (Table9d)0
Table9a ｢友達関係でつらかった思い出｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリ記ー述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
けんか(9) けんかによる関 1 6 7 けんかによるこじれに関す けんかして仲直りできなかったと係のこじれ る記述 き,気まずいo
けんかそのもの 0 2 2 けんかそのものの記述 けんかをしてしまった時o
言語的攻撃行動被害(4) へんなあだな 1 1 2 不本意なあだなを言われた記述 へんなあだなをつけられたときO
関係性の問題(4) 消滅 0 2 2 関係消滅に関する記述 いつのまにか関係が自然消滅していたo複雑 0 1 1 関係の複雑さに関する記述 複雑な関係○
話題に溶け込めない 0 1 1 話題にとけこめない記述 みんなで話している時に自分がわから いことを話している時o
友達の態度(4) 気配りの欠如 1 1 2 友達の気配りのなさに閑す ゲ ムーをかりた1日後に｢あ,ゲー ム返して｣
る記述 と言われた○オー プニングしかみてない○
自己中心的 1 1 2 友達の自己中心的態度に関 自分の意見ばかりで人の話を全然する記述 きかない,人の気持ちを考えないo
関する記述 まうことがあったo
荏)参加者32名O未回答者8名O複数回答による分析｡
Table9b ｢友達関係でよかった思い出｣の内容分析
上位カテゴリー 下位カテゴリ這述数 内 容 記 述 例 ー(記述数) 男子 女子 全体
トを受けた記述 大変だった時に手伝ってくれた○
相談にのつてくれた 3 7 10 相談にのつてくれたことに関する記述何かあったときに相談にのつてくれるo
そばにいてくれた 0 4 4 そばにいてくれたことに関 落ち込んでいる時や悩んでいるとする記述 き,ずつとそばにいてくれた○
日常生活の共有(15)一緒に遊ぶ 5 5 10 日常生活で一緒に遊ぶ記述 一緒に遊んではしゃいでいる○
話したり笑ったり 2 3 5 日常生活で一緒に話す記述 ばか話をしたり,一緒にわらつたりするo
共同的関係(5) 共同作業 1 2 3 共同作業に関する記述 みんなで力を合わせてバスケができた時o
注)参加者32名｡未回答者5名｡複数回答による分析｡
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Table9C ｢よい友達関係｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリ記ー述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
情緒的関係性(30)楽しい 7 ll 18 楽しい関係の記述 一緒にいて楽しい○信頼 5 3 信頼感に関する記述 信じあえる仲間○
安心 04 4 安心感に関する記述 一緒にいて安心するo
認知的関係性(13)相互理解 1 6 7 相手の立場に立つことに関する記述相手のことをお互いに考えられるo好みの類似 1 3 4 好みの類似に関する記述 一つでも趣味が合って,お互いに話しまくれるo
相互成長 02 2 相互成長に関する記述 一緒に成長していける○
行動的関係性(14)助け合う 6 4 10 援助関係に関する記述 何があつてもお互い助け合えて,棉手のいない場所で愚痴を言わないo
よく話す 2 0 2 話しあえる関係の記述 ちゃんと話を聞きあえるo
個人の要因(25) 貸し借りできる 2 0 2 貸借に関する記述 ゲームとか貸してくれる○
人のいやがることをしない 4 3 7 悪口.無視をしない記述 悪口とか言わない,無視しない○
優しい 2 5 7 優しい態度に関する記述 優しく接してくれる人o
のりがいい 3 2 5 のりに関する記述 のりがよい人○ふざけたりもできて,区別できて,けじめできるやつo
嘘をつかない 3 1 4 嘘をつかないことに関する記述 嘘をつかない○
性格がよい 2 0 2 性格のよさに関する記述 性格がよいo
援助希求(13) 相談ができる 3 5 8 相談に関する記述 相談ができる○
注)参加者32名｡未回答者5名｡複数回答による分析｡
(3)実施者による感想
このレッスンは,全体的に評価が高かった｡友達
という存在がとても大切なものであることを生徒達
が体験し,これから先の出会いでいかしていこうと
いう姿勢が見られ,とてもよかった｡
4)｢私は｣ではじめるコミュニケーション
(1)評価シー ト
レッスンの3つの主要な課題に対する実践度は,
平均得点 (標準偏差)3.7(1.4)～3.7(1.5)であ
った (Table3)｡レッスン内容のわかりやすさにつ
いては,平均得点 (標準偏差)3.6(1.4)で,54%
の生徒が肯定的に捉えていた (Table3,Table4)｡
レッスンが今後の生活に役立つかどうかについて
は,平均得点 (標準偏差)3.5(1.5)で,約半数の
54%の生徒が日常生活への応用可能性を実感した
と推測される (Table3,Table4)｡
レッスンの感想の内容分析をTablelOに示す｡内
容を分類すると,3つの上位カテゴリーと7つの下
位カテゴリーに分かれた｡上位カテゴリーを記述の
多い順に見ると,｢自己主張に関する気づき｣(15),
｢円滑な友達関係に向けた抱負｣(6),｢楽しみの機
会｣(1)の3つであった｡
(2)ワークシー ト
このレッスンでは,適切な自己主張を向上するこ
とをねらいとして,最初に3つのジレンマ状況に対
してそれぞれ ｢私は｣ではじめる表現で自分の気持
ちを文章で相手に伝える活動を行った｡3つのシナ
リオのうち,1つについては全員が記入しており,
残りの2つについても未回答者は1名であった｡
次に,コミュニケーションカー ドを使って,あら
かじめ例に挙げたジレンマ状況に加えて,これまで
体験したジレンマ状況をカー ドに記入し,それらの
カードを使用 してグループで ｢私は｣ではじめる表
現で自分の気持ちをみんなに伝える練習を行った｡
レッスンの感想の内容分析から,活動は概ね楽しく
行うことが可能であったが,｢自己主張の困難さ｣
を実感している生徒も見られた｡
(3)実施者による感想
グループで行った適切な自己主張を行うゲームの
際,周 りの反応や評価を意識し過ぎて自分自身を素
直に表現することができなかった｡友達関係作 りへ
の自信のなさや自己主張の困難さを再認識した｡
中学校卒業後の新 しい人間関係作 りに備えて,い
ろいろな方法を使って適切な自己主張や友達関係作
りの実践を積んでいくことの必要性を感じた｡
考察
1.実施対象 ･実施時期
一般に青少年の情緒的および行動上の問題を予防
するプログラムの実施時期は,問題が本格化する前
の小学校から中学校-の移行期が望ましいとされて
いる10)｡移行期での介入の重要性ならびに生徒の感
想から,中学校からその後の進路先へと新しい環境
への移行に向けた適応をサポー トし,情緒的および
行動上の問題を予防するという観点から,3年生の
進路の見通しが立っている時期での実施も意味があ
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Table9d ｢今後の友達関係で心がけたいこと｣の内容分析
上位カテゴリー(記述数) 下位カテゴリ記ー述数 内 容 記 述 例男子 女子 全体
個人的心がけ(33)相手の立場に立つ 6 1 7 相手の立場を考える記述 相手を不快な気持ちにしたり傷つけたりしないo
積極的傾聴 3 5 8 積極的傾聴に関する記述 相手の話をしっかり聞くo
積極的会話 1 4 5 積極的会話に関する記述 自分から話しかけるo
友達を大切に 3 4 友達を大切にする記述 友達 大切にする○
他者理解 0 4 4 他者理解の記述 相手をちゃんと理解する○
優しい態度 1 2 3 態度に関する記述 優しく揺する○
迷惑をかけない 1 0 1 迷惑をかけない記述 迷惑をかけない○
適切な自己主張 0 1 1 適切な自己主張に関する記述 悪いことを悪いと言うo
関係性の要因(8)相互援助 3 2 5 相互援助に関する記述 助け合う.支え合うo
注)参加者32名｡末回答者1名｡複数回答による分析｡
TabJelO レッスン "｢私は｣ではじめるコミュニケーション"感想の内容分析
上位カテゴリー (人数)下位カテゴリー (人数) 内 容 記 述 例
自己主張に関する気づき(15) 重要催(7) 自己主張の重要性に関する記述 自分の気持ちはしっかり相手に伝えることが大切だと思ったo困難さ 5 困難さ 思いを伝えるのは難しいと思ったo
具体的方法(3) 自己主張の方法に関する記述 相手がわかりやすいように伝えることが大切○
円滑な友達関係に 相手の立場に立つ(3)相手の立場に立って行動する記述 人に嫌なことはしない,言わない○｢私は｣ではじめる自 ｢私は｣ではじまるコミュニケーション ｢私は～｣から始めればいいのか○向けた抱負(6) 己表現(2) 今度からそうしてみよう○
友達選択(1) 自分に合った友達をもつ記述 嫌な人とはやっぱり近づかない方がいいなあ○
ると考えられた｡
2.各レッスンのプロセス評価
1)仲間について知ろう
このレッスンの目標は,よりよい友達関係を築く
ためには,自己と他者には類似点と相違点が存在す
ることを理解し,他者理解と自己開示の重要性につ
いて体験を通して学ぶことである｡生徒や実施者の
感想から,レッスン目標と内容は合致していると判
断した｡
使用したワークシー ト (友達関係ビンゴ)は,実
践可能で,難易度は概ね発達段階相応で,学校や家
庭生活の中で応用していくことも可能と推測された｡
しかし,友達関係ビンゴの作成にあたり,40%
程度が空欄であった質問内容が7つ見られた｡これ
らは他者に尋ねることが困難か,あるいは他者に尋
ねられた時に回答するのが困難な可能性がある｡実
施者の感想から,日頃のコミュニケーションスキル
の程度がビンゴ作成に影響を与えている可能性が示
唆されていた｡従って,ビンゴに書かれている内容
をさらに洗練させ,日頃のコミュニケーションスキ
ルの程度にできるだけ影響を受けにくいワークシー
ト-の変更が必要と考えられた｡
2)自分を好きになろう
本レッスンの目標は,自分のよいところに気づき,
自己理解を向上することである｡生徒や実施者の感
想やワークシー トの内容分析から,レッスン目標と
内容は合致していると判断した｡
使用した自分を好きになろうカードは,実践可能
と推測されたが,半数以上の生徒がわかりやすさや
日常生活への応用可能性について肯定的に捉えてお
らず,内容分析でも ｢自己理解の困難さ｣を感じる
生徒が見られた｡従って,自分のよいところに気づ
くための質問内容を洗練させる必要があると推測さ
自分を好きになろうカードによる振り返りのまと
めとして行う自分を好きになろうワークシートでは,
文章による自己表現は,実践しやすい取り組みと推
測された｡しかし,その後に行う絵による自己表現
は,時間的にも内容的にも困難であった｡自己表現
のあり方には,何らかの工夫が必要と推測された｡
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3)豊かな友達関係を築こう
本レッスンの目標は,友達関係における自分を見
つめ,これまでの友達関係の大切さやイメージの取
り違いに気づき,友達と関わることの大切さを認識
することである｡生徒や実施者の感想やワークシー
トの内容分析から,レッスン目標と内容は合致して
いると判断した｡
実施できなかった取 り組みが見られたことから,
実施時間と内容量の調整が必要と推測された｡
実施した活動の組み合わせによるワークシー トの
使用は,時間的にも,レッスンの難易度,学校 ･家
庭での応用可能性の点からも,妥当な組み合わせと
推測された｡
4)｢私は｣ではじめるコミュニケーション
本レッスンの目標は,相手に不快な気持ちを与え
ず,自分の気持ちも抑え過ぎずに,自分の気持ちを
相手に伝えられるように,｢私は｣ではじめる表現
の重要性を理解し,練習することである｡生徒や実
施者の感想やワークシートの内容分析から,レッス
ン目標と内容は合致していると判断した｡
ゲームを取 り入れた活動が ｢楽しみの機会｣にな
っている等,このレッスンの実践は可能と推測され
た｡しかし,半数程度の生徒がわかりやすさや日常
生活への応用可能性について肯定的に捉えておらず,
内容分析でも ｢自己主張の困難さ｣を感じる生徒が
見られた｡さらに,実施者によってもその点が再認
識されていた｡同時に,今後の人間関係作 りには,
さらにこのスキルを獲得するための実践の必要性も
認識されていた｡従って,本テーマに対するレッス
ンをさらに洗練させる必要があると推測された｡
3.各レッスンの改訂
各レッスンのねらいとそれぞれのレッスンで使用
した教材は,合致していると判断した｡より発達段
階に沿ったスムースでかつ適切な課題の遂行をめざ
して,各レッスンの改訂を行うこととした｡
1)仲間について知ろう
コミュニケーションのしやすさに配慮し,友達関
係ビンゴは,24の質問内容から,参加者の40%が
未回答だった内容をマスから除外することとし,回
答者が多かった16の質問内容-変更した｡
また,ビンゴゲーム時に他己紹介がしやすいよう
に,回答してもらった際にもらうサインをフルネー
ムで記述するように促すこととした｡
2)自分を好きになろう
全体の時間配分ならびに回答の困難さを減少さ
せ,自己理解の困難さを助長するのを蔵和するため
に,自分を好きになろうカー ドは,参加者の75%
が記入していた6つの内容に絞った｡
自分を好きになろうワークシー トの絵による自己
表現については,｢イメージしてみよう｣と幅広 く
自己表現できるように変更した｡
3)豊かな友達関係を築こう
このレッスンは,参加者,実施者とも4レッスン
の中で最も大切だったと捉えている｡従って,十分
な時間が必要と考え,今回の取り組みのパターンを
重視することとした｡｢つらかった思い出｣は振 り
返りにくい可能性が示唆されたため,｢よかった思
い出｣を最初に振 り返り,次に ｢つらかった思い出｣
を振り返ることとした｡また,よい友達関係,今後
の友達関係で心がけたいことは,グループで話し合
う形式にすることとした｡さらに省略になった,
｢友達にしてもらったこと｣,｢して返したこと (親
切にしたこと)｣,｢迷惑をかけたこと｣の3つの思
い出ノートは,オプションとし,別の時間に実施す
る設定とした｡
4)｢私は｣ではじめるコミュニケーション
本レッスンについては,ワークシートの変更は行
わず,実際に練習する時間を十分にとることとした｡
まとめ
心理教育的プログラム サ`クセスフル ･セルフ2"
のうち,新しく作成した4つのレッスンについて,
中学生を対象に,レッスンのねらいと教材の整合性,
レッスンの難易度,理解度,今後の生活に役立つ程
度について,プロセス評価を行った｡各レッスン
は,プログラムのねらいに沿った内容であった｡プ
ロセス評価を通して,より発達段階に沿ったスムー
スでかつ適切な課題を行うための改訂を行い得た｡
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